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NEW STREAM English Communication Ⅰ                                          検討の観点・内容の特色【詳細版】

	項　目
	検討の観点
	内容の特色

	１．内容の取扱い・程度

	◆学習指導要領の教科の目標達成に必要な内容が，適切に盛り込まれているか。

	＊英語を通じて，「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度」が育成でき，「情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う」ことができるように，内容が選択・配列されている。
＊題材は「人間の生き方」「文化」「平和」「環境」「科学」など，多様なジャンルから魅力的な題材が選択されており，生徒の興味・関心を喚起させるように配慮されている。
＊題材は英語圏，非英語圏，日本と広く扱われ，「言語や文化に対する理解を深め」ることができる。

	
	◆実践的コミュニケーション能力を養えるような構成・内容となっているか。

	＊基本構成は，各課，「GET READY(TARGET GRAMMARを含む), 題材英文，REVIEW(Grammar & Expressionを含む)，ACTIVITY」といった構成で，中学校における音声によるコミュニケーション能力を重視した指導を踏まえ，４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて，指導できるものとなっている。
＊特に，ACTIVITYは，学習指導要領の「言語の使用場面と働き」を結びつけた活動を実際に生徒に経験させることによって，「コミュニケーション能力」を実践的に伸ばすための活動となっている。ここでは各課の話題・内容に関連したあるテーマの中で，情報や相手の意向などを理解したり，生徒が英語を自分の言葉として使い，自分自身の立場や考えを自由に表現できるように配慮されており，４つの領域の言語活動を用いた様々な活動が段階的に配置され，「総合的な言語活動の場面」で実践的「コミュニケーション能力」が育成できる構成となっている。
＊実践的コミュニケーション能力の基礎となる文法能力については，中学で既習の事項の復習・定着にも配慮され，また，新出事項についても各課２つ程度と無理なく確実に身につくように配慮されている。
＊各課，言語の基本的な使用場面，働き，話題が選択・配置されており，全体として，実践的コミュニケーション能力を養えるように配慮されている。
＊英語の構造を理解し，英語力を伸ばすためのひとつの方法として，前から意味のまとまりごとに理解していくフレーズ・リーディングを取り扱っている。
＊巻頭の「発音記号の解説」において，基礎的な発音が取り上げられ，また解説も学習者にわかりやすいものとなっている。

	
	◆内容の精選について配慮されているか。
	＊本文，語彙ともに精選されている。題材英文はいくつかのパートに分けられており，１パートがおよそ１指導時間程度，さらにその後の復習・活動は３指導時間程度で終えられるように配慮がなされており，全体でおよそ９０指導時間程度で指導できるものとなっている。また，適宜，縮小・拡充できるようにもなっている。

	
	◆題材の選択は，生徒の興味・関心に即したものが選ばれているか。
	＊電子メールといった身近な話題から，文化，環境，科学，平和など，多様な話題が収録されている。いずれも，学習者の興味・関心に即したものであり，今後の生き方を考えさせる題材が選択されている。


	項　目
	検討の観点
	内容の特色

	１．内容の取扱い・程度

	◆言語材料の選択・取り上げ方は適切か。
	＊文構造・文法事項の取り扱いに配慮がなされている。
＊各課冒頭GET READYの「TARGET GRAMMAR」において，学ぶべき文法項目についての解説および例文を示し，本文を読む前に目的とする文法項目について意識できる工夫をした。そして，本文右ページには「GRAMMAR & EXPRESSION」として，本文に登場した重要な文法項目あるいは表現をまとめており，さらにREVIEWの「Grammar & Expression」において基本的な練習問題を付している。これにより，確実に文法項目について身につけられるようになっている。取り扱われている文法事項も，高校１年での学習としては適切な内容のものである。
＊全体としても，無理なく易から難に配列され，中学校で既習の事項を復習しながら，無理なく学習できるように配慮されている。
＊語彙は，中学校で既習とみなされている語彙1145語，新出語彙416語で，基本的なものが適切に精選・網羅されており，生徒が無理なく身につけられるように配慮されている。また，各課REVIEWの「Vocabulary」では本文中に登場した語について，英語での定義を問う問題が扱われており，「コミュニケーション能力」の基盤となる語彙力が，発展的に無理なく拡充できるように配慮されている。
＊脚注では，題材英文の内容把握に必要な語句・表現が取り上げられ，日本語による注，英語による言い換え，例文等，学習者がその意味を把握するのに助けとなるように，適切な形で示されている。

	
	◆他教科との関連について配慮されているか。
	＊社会的話題，理科的話題などについては，過度に専門的になり重くなったりすることなく，英語科として独自の切り口で取り上げられ，他教科との関連に配慮されている。

	
	◆生徒の心身の発達段階に適合した内容となっているか。
	＊題材内容・言語材料・言語活動の各面で，難易度や知的レベルが上がっていくよう配慮され，生徒の発達段階に応じた知的要求に応えられるものになっている。

	２．組織・配列・分量
	◆内容の組織・配列は，学習指導が有効に進められるように考慮されているか。
	＊全体として，教材は易から難へと配列されている。
＊各課，「GET READY(TARGET GRAMMARを含む), 題材英文，REVIEW(Grammar & Expressionを含む)，ACTIVITY」といった配列で，４つの領域の言語活動を総合的，有機的に関連させて，指導できるものとなっている。
＊題材英文はいくつかのパートに分けられ，各パートごとに読解のポイントを示す日本語による質問，読解後に内容理解を確認する日本語および英語による質問が設置されている。読む回数に応じて，次第に細部の理解を問う形式となっており，学習者の予習・復習，また，授業での学習指導が有効に進められるよう配慮されている。
＊題材英文の内容復習となっているREVIEWのComprehensionでは，まず，本文全文を通読することで，全体の英文の流れや意味内容を再度把握させたあと，要約文を完成させ，そしてリスニングによって要約文穴埋めの答えを確認させるといった段階的な構成となっており，学習指導の目標と手順がわかりやすい構成となっている。


	項　目
	検討の観点
	内容の特色

	２．組織・配列・分量
	◆言語材料は，基本的な内容がおさえられるように，組織・配列されているか。
	＊文構造・文法事項は，無理なく易から難に配列され，中学校で既習の事項を復習しながら，無理なく学習できるように配慮されている。
＊語彙は新出語彙（416語）とともに，中学校での既習とみなされている語彙であっても発音が難しいものについては，初出箇所の側注で発音記号とともに示すことで，定着を図るように配慮されている。

	
	◆言語活動の組織・配列については，コミュニケーション能力が養われるように配慮されているか。
	＊各課で，文法・題材・コミュニケーションが，分量・レベルともにバランスがとられている。ACTIVITYでは，「積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てる」ための，コミュニケーションに重点化したものとなっている。
＊言語の使用場面や働きといった諸要素がもれなく扱われている。
＊コミュニケーション能力の基礎になる語彙力については，各課の「Vocabulary」で本文中に登場した語について英語での定義を問う問題が扱われており，発展的に無理なく拡充できるように配慮されている。

	
	◆分量は，学習指導を有効に進める上で考慮され，精選されているか。
	＊必修にあたる課を10課とし，指導時数１年約90時間のなかで余裕をもって指導できるように配慮されている。
＊週３時間の指導時数で指導ができるように，教師による拡充・工夫・選択がしやすい分量・構成となっており，指導時間を柔軟に伸縮できるように配慮されている。
＊学習者には適度な緊張感を与えながらも，極度の心理的圧迫感を与えないものとなっており，学習意欲を阻害することがないように配慮されている。
＊学習指導の核となる部分が有効に進められ，最低限のことはおさえられるように，練習問題等の分量も配慮されている。また，文法事項を定着させる各課の練習問題も，易から難に順を追って配列されている。
＊１，２学期の終わりとなる箇所にそれぞれ１課ずつ，Optional Readingが設置されており，生徒の多様な実態に応じて弾力的な使用ができるように配慮されている。
＊語彙は，中学校で既習とみなされている語彙1145語，新出語彙416語で，基本的なものが適切に精選・網羅されている。また，各課の「Vocabulary」で本文中に登場した語について英語での定義を問う問題が扱われており，実践的な「コミュニケーション能力」の基盤となる語彙力が，発展的に無理なく拡充できるように配慮されている。
＊各課の題材英文は，およそ300語から600語までの長さの範囲内（Optional Readingは500語から800語程度）で，生徒が無理なく学習できるように配慮されている。
＊練習問題については，各課一定した適度な分量で，授業の進行に配慮されたものとなっている。


	項　目
	検討の観点
	内容の特色

	３．コミュニケーション
	◆実践的コミュニケーション能力を養うための配慮がなされているか。
	＊「実践的コミュニケ－ション能力」を養うために，各課，題材英文で話題の提供を行い，その後の練習問題で言語材料の定着をさせ，そして，話題の中でのあるテーマについての言語活動と行わせるといった構成で，それぞれの各単元で指導事項が確実に定着するように配慮されている。
＊生徒が「自分の言葉として英語を使う」活動が随所に設けられ，実践的コミュニケーション能力を養うのに最適なものとなっている。

	
	◆「言語の使用場面」「言語の働き」が適切に盛り込まれているか。
	＊学習指導要領にある「言語の使用場面」「言語の働き」を結びつけた活動を実際に生徒に経験させることによって，「実践的コミュニケ－ション能力」を伸ばすための活動として，各課にACTIVITYがもうけられている。

	
	◆4技能のバランスや統合について，配慮されているか。
	＊4技能の統合については，ACTIVITYにおいて，４技能を有機的に関連させたコミュニケ－ション活動をさせるよう配慮されている。

	
	◆音声によるコミュニケーション活動が重視されているか。
	＊導入部GET READY，本文ページのsounds，本文右ページReading Aloud，REVIEWのComprehensionと，「聞く」「話す」といった活動も全課を通じて充実している。

	
	◆ALTとのTeam Teachingへの対応が，配慮されているか。
	＊ACTIVITYで対話文やペアワークを収録することで，Team Teachingに使用しやすい形になっている。

	４．表記・表現および使用上の便宜
	◆表記・表現については適切か。
	＊基本的に標準的なアメリカ英語で適切に表記・表現されている。
＊用語・記号も統一され，記述の仕方も適切である。
＊発音表記についても，米音の標準的なものによる適切な表記がされている。

	
	◆紙面の構成は，学習上，有効なものとして工夫されているか。
	＊文字の大きさ，書体，そして行間と，この判型では，適切であり，読みやすい。
＊本文，脚注，解説など，情報の質によって，文字の書体・大きさに軽重がつけられており，見やすいレイアウトとなっている。

	
	◆挿し絵・写真は学習を進めるにあたって有効となるようになっているか。
	＊挿し絵・写真ともカラーとなっており，楽しく・美しい印象を与える。また，目にやさしい色使いで，文字が挿し絵や写真に負けることなく見やすくなっている。
＊用いられている挿し絵・写真はバラエティに富んでおり，学習を助け，話題をさらに広げるものとなっている。
＊配色・形・模様などに工夫がされ，色覚特性への配慮がなされ，誰にでも見やすくわかりやすい表現となるよう工夫されている。

	
	◆印刷・製本は適切か。

	＊用紙は過度に白色度が高くなく，目が疲れないように配慮されている。また環境保護の視点から，再生紙が用いられており，環境への配慮がなされている。
＊印刷は鮮明で，見やすいものとなっている。また，製本は，あじろ綴じによるもので堅牢で，長期間の使用に耐えるものとなっている。

	５．総合所見
	◆上記観点から見た，全体的・総合的な特徴
	＊魅力的な題材を教材として扱い，題材英文，語い，練習問題など，指導時数を考慮した分量の中で，各単元で学習のポイントを押さえた使いやすい機能的な構成の教科書である。
＊フレーズ・リーディングの方法など，英語力の向上への学習方法にも触れている。
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NEW STREAM English Communication Ⅰ                                          検討の観点・内容の特色【簡略版】

	項　目
	検討の観点
	内容の特色

	１．内容の取扱い・程度
	◆学習指導要領の教科の目標達成に必要な内容が，適切に盛り込まれているか。
◆内容の精選・取り扱いについて配慮されているか。
	＊題材は英語圏，非英語圏，日本と広く扱われ，「言語や文化に対する理解を深め」ることができる。また，「人間の生き方」「文化」「平和」「環境」「科学」など，多様なジャンルから魅力的な題材が選択されており，さまざまな活動で生徒の興味・関心を喚起させるように配慮されている。
＊各課のACTIVITYは，学習指導要領の「言語の使用場面と働き」を結びつけた活動を実際に生徒に経験させることによって，実践的コミュニケ－ション能力を伸ばすための活動となっている。
＊文構造・文法事項は，無理なく易から難に配列されており，中学校で既習の事項を復習しながら，無理なく学習できるように配慮されている。
＊語彙は，中学での既習語彙1145語，新出語彙416語と，基本的なものが適切に精選・網羅され，学習者が無理なく身につけられるように配慮されている。
＊脚注では，教材英文の内容把握に必要な語句・表現が取り上げられ，日本語による注，英語による言い換え，例文等，学習者がその意味を把握するのに助けとなるように，適切な形で示されている。

	２．組織・配列・分量
	◆内容の組織・配列は，学習指導が有効に進められるように考慮されているか。
◆全体の分量は，学習指導を有効に進める上で考慮され，精選されているか。
	＊全体として，教材は易から難へと配列されており，各課は「GET READY(TARGET GRAMMARを含む), 題材英文，REVIEW(Grammar & Expressionを含む)，ACTIVITY」といった配列で，４領域の言語活動を関連させて，指導できるものとなっている。
＊教材文の内容復習であるREVIEWのComprehensionでは，全文の通読，サマリー完成，リスニング問題といった段階的な構成となっており，学習指導の目標と手順がわかりやすい構成・配列となっている。
＊必修にあたる本課が10課，補習・発展にあたる課が２課で，教師による拡充・工夫・選択がしやすい分量・構成となっており，指導時間を柔軟に伸縮できるように配慮されている。また，各単元の分量，全体の分量も適切であり，コラムなども適宜差し込まれ，有効な学習指導ができるように配慮されている。

	３．表記・表現および使用上の便宜
	◆表記・表現については適切か。
◆紙面の構成は，学習上，有効なものとして工夫されているか。
◆印刷・製本は適切か。
	＊基本的に標準的なアメリカ英語で適切に表記・表現されている。また用語・記号も統一され，適切である。発音表記についても，標準的な米音による適切な表記がされている。
＊本文，脚注，解説など，情報の質によって，文字の書体・大きさに軽重がつけられ，読みやすいレイアウトとなっている。
＊全ページカラーで，楽しく・美しい印象を与える。用いられている挿し絵・写真はバラエティに富んでおり，学習を助け，話題をさらに広げるものとなっている。
＊用紙は過度に白色度が高くなく，目が疲れないよう配慮されている。印刷は鮮明で見やすく，製本も堅牢である。

	４．総合所見
	◆上記観点から見た，全体的・総合的な特徴
	＊魅力的な題材を教材として扱い，題材英文，語い，練習問題など，指導時数を考慮した分量の中で，各単元で学習のポイントを押さえた使いやすい機能的な構成の教科書である。
＊フレーズ・リーディングの方法など，英語力の向上への学習方法にも触れている。











